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研究成果の概要（和文）：本研究は、近世ヨーロッパの国家形態に特化した複合的国家編成をめぐる従来の議論
を動態的な観点から刷新する目的から、全ヨーロッパを覆った政治・社会・文化的変動に応じた政体理念と統治
実践との関係に着目して、「礫岩のような政体」の可変モメントと磁気的な編成を分析した。本研究は国内外の
研究者と連携しながら国際比較研究として進められ、君主政や共和政などの政体概念をめぐる知見と中世から近
代へと至る国家形成の知見を結びつける新たな分析枠について、総合的な議論を歴史学界に喚起した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to renovate conventional arguments about 
the composite formation of historic European states from the point of dynamic view. This research 
analyzed variable moments and magnetic features of conglomerate polities in the early modern Europe 
with focusing on the interaction between principles of polities and practices of governance. This 
research was promoted with international collaboration of historians between Japan and Europe in 
order to compile each argument about conglomerate polities of Europe from a more general 
perspective. As a result, this research aroused comprehensive academic discussion about a new 
framework of analysis to combine historical perspective of state formation from medieval to modern 
times with the perspective of constitutional concepts of polities like a monarchy or republic. 

研究分野：人文学・史学・ヨーロッパ史
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１．研究開始当初の背景 
（１）近世ヨーロッパを対象とした国家形成
研究では、近代国家の発生史を枠組とした近
代主義的な近世国家解釈が批判される一方、
各地域に保たれた独特な政治文化のニュア
ンスを踏まえた近世に独特な政治秩序に関
する議論が盛んになっていた。こうした議論
のなかでも、ヨーロッパ諸国の歴史学界で提
示されてきた複合国家論は、中世に独特な政
治社会の様態と近代以降の国家経営との間
のミッシングリンクを明らかにする分析概
念として注目されていた。しかし現地の複合
国家論については、各国の研究動向を踏まえ
た事例研究が各国史単位で進められている
ものの、各国の知見を総合する試みは遅れ、
複合国家への理解は多様な利害関心をもっ
た政体が単一の為政者の上位統治権を承認
することでモザイク状に寄り集まった点を
指摘するに留まっていた。 
 
（２）本研究に集った研究者は、近世に独特
な国家編成の特徴を総合的に再検討する目
標を設定し、基盤研究（B）「近世ヨーロッパ
周縁世界における複合的国家編成の比較研
究」（平成 22〜24 年度）を実施していた。そ
の結果、伝統的な政体観を継承しつつも地域
固有の文脈に応じて新たに育まれた各々の
政体観を根拠に、①一つの君主政内部におい
ても統治権力と服属地域との接合関係は多
様である点、②近世的な普遍君主の理念が各
地の複合政体に随伴していたという点で研
究者間に共通の理解を得ていた。 
 
（３）この研究においては、従来の国内外に
おける複合国家論の研究動向は、その主たる
関心が国家編成の成立や維持に集中し、その
解体や組替の過程について十分な検討がな
されていないため、より長期的な時代文脈を
踏まえた動態的観点にたった検討が必要で
あるとの課題も見出されていた。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、上記のような基盤研究（B）
「近世ヨーロッパ周縁世界における複合的
国家編成の比較研究」で得られた知見に基づ
きながら、従来の議論で注目されてこなかっ
た複合的国家編成の解体や組替といった変
動局面に着目し、これまでの国家形態に特化
した複合国家論を刷新すべく企画された。 
 
（２）中世から近代への時代文脈において命
脈を保った近世に独特な政治秩序のダイナ
ミズムを明らかにしようとする際、例えば、
政治的・社会的変動を背景とする現実問題に
対処すべく、政体をめぐる伝統的な理念が柔
軟に改変、適応されてきたという政治思想史
研究の知見は、本研究に先んじる成果として
示唆的だった。先の共同研究では複合国家の
形態は統治権力・服属地域双方の政体観を踏
まえるとの所見を導き出していた。 

（３）本研究は、先の共同成果を踏まえなが
らも、先行する思想史研究の知見にも学びつ
つ、各地域で命脈を保った複合的国家編成の
背景には、同時代の政治的・社会的変動に応
じた伝統的な政体観の改変に裏付けられた
柔軟な政治秩序の再編が存在したとの着想
に基づき、推進された。 
 
３．研究の方法 
（１）中世から近代への長期的な展望に立っ
た国家形成をめぐる先行研究として、①近代
的な国家経営への内在的発展は戦争のよう
な外在的要因から刺激されるといった国家
経営の側面から近代国家の系譜を論ずる議
論や、②古代や中世に起源を発して継承され
た公共秩序や普遍君主など、普遍的政治秩序
に関する思想の近世における独特な展開を
論ずる概念史研究の議論がある。また先の共
同研究成果から、複合的国家編成における統
治権力と服属地域との多様な形態は、各々に
引き継がれた秩序観や法慣習を根拠として
相違が生まれるという所見も得られていた。  
 
（２）そこで本研究は、従来の複合国家論を
動態分析の点から前進させるという課題を
実現するために、①ヨーロッパ全域に影響を
与えた社会的・思想的変動を各地域の政体を
比較するための補助線として設定し、②そう
した変動局面に見られた「政体観の変化」と
「統治実践の変化」を照らし合わせることで、
歴史的ヨーロッパに長期的に存続した複合
的国家編成の特質を明らかにすることを研
究者間の共通の課題として設定した。  
 
（３）時代状況に応じた政体理念と統治実践
の変動局面に着目しながら、総合的な議論を
進めるために、本研究は、①複合政体に関す
る個別実証研究の蓄積が厚いイベリア半島、
ブリテン諸島、中央ヨーロッパ、バルト海沿
岸地域を専門とする研究者を核とする共同
研究体制を組織した。また、②今日の欧米の
歴史学界において複合政体の議論を個別に
展開してきた歴史学者とも連携しながら、各
国の歴史学界における知見を日本の歴史学
界が「橋渡し」しながら比較研究を進める方
針を採った。さらに、③複合的国家編成のダ
イナミズムをめぐる総合的な議論を歴史学
界に喚起する目的に立ち、国内外の歴史学者
を招聘するワークショップやシンポジウム
にて適宜研究成果を公開する方法を採った。 
 
４．研究成果 
（１）本研究は、研究分担者や連携研究者に
よる報告と討議を行う研究会合、海外の研究
者を加えたワークショップ（うち 2回は本研
究がルンド大学（2014 年 9 月）、ケンブリッ
ジ大学（2016 年 8月）に現地の研究者を招聘
して主催した）、加えて日本西洋史学会など
での公開シンポジウムを通じて、歴史的ヨー
ロッパの国家編成にみられた普遍的特徴の



一つと考えられる「一定の情況で生み出され
る磁場に応じて可変するポリテイア」を「礫
岩のような政体」として総括し、その成果を
論集『礫岩のようなヨーロッパ』（山川出版
社、2016 年）に整理して、刊行した。 
 
（２）『礫岩のようなヨーロッパ』に所収さ
れた個別の実証研究は、イベリア半島、ブリ
テン諸島、中央ヨーロッパ、バルト海沿岸地
域に見られた複合的国家編成を対象として
いる。しかし本研究の成果はそれらの知見を
総合して、歴史的ヨーロッパを覆う君主政や
共和政、公共善などをめぐる政体観の変遷と、
それに裏付けられた統治権力や地域社会な
ど様々な政治レベルに見られた政治実践に
着目し、通時的な観点から「礫岩のような政
体」の可変モメントを明らかにした点にある。 
 
（３）近世ヨーロッパの諸地域において、「礫
岩」のような政体」の可変を刺激した外在的
要因は、①主権国家体制における政治変動や
17 世紀の全般的危機のような社会変動、②ア
メリカ・アジアを含めて世界的規模で展開し
た政治的・経済的抗争、③啓蒙思想などの新
たな社会的・文化的思潮など、地域と時期の
違いに応じて多様である。それらの要因に刺
激された政体の変革は、従来の歴史叙述では
絶対王政、啓蒙専制、市民革命などといった
概念が用いられてきた。しかし本研究は、多
様な来歴をもった地域や社会集団が離合集
散を繰り返す「磁気的な編成」に着目するこ
とで、君主政や共和政といった政体の形態の
如何を問わず、歴史的に継承された理念と経
験を踏まえた総合的な政治秩序論を提示す
ることができた。  
 
（４）各々の地域において、同時代の秩序問
題をめぐる地域住民の戦略や交渉を検討し
た結果、「王と政治共同体の統治」（J.フォー
テスキュー）と称されたような、歴史的ヨー
ロッパに固有な政治社会の特質が見出され
た。つまり「礫岩のような政体」に属した地
域には、古来の法や慣習を維持しながら君主
との関係をもった場合もあれば、それを改め
て君主政との間で法の一体性を築いて関係
を築いた地域もあることが明らかとされた。 
 
（５）君主と各々の地域における政治共同体
との間の可塑性をもった関係は、地域の個性
とそこに生きた人間の能動的な姿を前提と
するものである。「礫岩のような政体」の可
変モメントのひとつは、政治共同体が、公共
体の安寧を目的に社団を創設、操作可能な主
権者として「最適」な君主を、そのときどき
の情況に応じた戦略に基づきつつ、取捨選択
することに見出されることが明らかとされ
た。また、こうした君主と政治的共同体との
関係は、支配の形態という観点から見れば、
多くは混合君主政を前提とした関係である。
また統治の形態という観点から見れば、君主

と政治共同体の間に築かれた多様な権利義
務関係の上に実現されていたものでもある。 
 
（６）本研究が歴史学界に提起した「礫岩の
ような政体」論は、モザイク状の政治秩序の
実相を単に紹介したものではない。本研究は、
情況によって君主と政治共同体との間に生
まれる引力や斥力の作用を検討することで、
歴史的ヨーロッパを変動させた要因を析出
する作業である。本研究で見出された歴史的
ヨーロッパの個性とは、君主と政治共同体と
の間に合意が形成されている場合には「礫岩」
のように安定し復元力をもった秩序が維持
され、そしてそれが動揺した場合には秩序が
崩れる姿である。 
 
（７）本研究が明らかにした歴史的ヨーロッ
パの個性は、例えば今日のブレクジットとい
う事態を歴史的観点から省察する上でも重
要だろう。例えば、高等法院と最高裁判所に
よるイングランド政府への EU 離脱に関する
議会立法を求めた判断は、イングランドの政
治社会に懐胎する王と政治共同体の統治の
姿を反映している。このように本研究は、今
日的な現象を支える歴史的ヨーロッパの個
性を「礫岩のような政体」という観点から明
らかにすることで、歴史学研究のもつ今日的
意義も示した。 
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